
 

 

 

                                                                  校長  槙島 良治 

 

 日ごとに暑さも増し、連日４０℃を超える本格的な夏の到来となりました。おかげ様で、４月１０

日の始業式・入学式以来、一か月が経過しましたが、本校の児童・生徒は毎日元気で、充実した学校

生活をおくっております。そのことが何より嬉しいことであり、ありがたいことです。保護者の皆様

には、いつも御協力・御支援をいただきまして感謝申し上げます。 

 さて過日、児童生徒会を中心に今年度のキャッチコピーを、『志（こころざし）』と決定しました。

実は、個人的にも大好きなことばであり大事にしていることばです。そして、志と言えば思い出す偉

人がおります。坂東先生と同郷の福井県出身の橋本 佐内 氏です。 

 彼は、１８３４年（天保５年）、福井の医者の家に生まれました。１

６歳で全国の優秀な青年が集まる緒方洪庵の適塾（てきじゅく）に学び、

２０歳にして福井藩の藩校の責任者を務め、さらに藩主の側近として藩

政や教育改革に当たっただけではなく、国の政治にまでかかわり、全国

を飛び回っていました。そこで出会った人々は目の覚めるような彼の頭

脳と才能に、みな驚嘆したと言います。しかし、彼は幼い頃から素晴ら

しい才能を発揮していたわけではありません。彼は子どもの頃に自分の

ことをこのように語っていたそうです。 

 「自分は何をしてもおろそかで、注意が行き届かず、自分に甘い性格であるため、いくら勉強して

も進歩がないように思う。これではとても父母の思いに応え、藩や主君のお役に立ち、祖先の名を輝

かすような人間になれるはずもない。」 

 深く自分を恥じた彼は１５歳の時、決意を固めます。そして、１「稚心(ちしん)を去る」２「気を

振う」３「志を立てる」４「学に勉める」５「交友を択ぶ」という自己を律する５つの行動指針を記

した『啓発録』を書き上げるのです。その中の「志を立てる」について、次のように言っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 １５歳の少年が１００年以上も前に書いた文章でありますが、現代でも充分通じる大切な心を教え

てくれています。また、教育の根本は、不変だと改めて感じさせてくれます。 

 間もなく子どもたちは夏休みを迎えますが、充実した夏休みとなるよう願っております。そして、

６月２９日に元気に再会できることを楽しみにしております。 
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志（こころざし） 

 

 

  志のないものは魂のない虫けらと同じである。いつまでたっても成長することはない。そし

て、どれだけ目標を高く掲げても、あくまで地道な努力が大切である。 

 志を立てた者とは、ちょうど江戸行きを決めた旅人のようなものである。朝のうちに福井の

城下を出発すれば、明日はどこ、あさってはどこ、という具合に次第に江戸に近づいて行く。

才能が多少劣っている者であっても、このように努力を続けていけばいずれは江戸に到着する

のである。 



 

 

５月８日(金) バス避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月６日(水) 新体力テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月８日(金)、スクールバスの避難訓練

が行われました。各バスコースに分かれ

て、ＰＴＡバス委員の方から緊急時の対応

の説明を聞いたり、実際にバスの故障が起

こったことを想定したシミュレーション

を実施したりしました。子どもたちは口に

ハンカチをあて、少人数に分かれ、バスコ

ンダクターの誘導で避難しました。 

体育館で行われた全体会では、校長先生

から「練習は本番のように、本番は練習の

ように」と訓練の心構えについて話があり

ました。バス委員長の秋山さんの「ここは

インドです。日本のようには簡単に物事は

運びません。万が一の時には、今回の訓練

を思い出して安全に避難してください。」

という話に、子どもたちは真剣に耳を傾け

ていました。 

今後は、低学年児童のみのバス避難訓練

が予定されています。 

子どもたちの安全を考え、避難訓練の運営にご
協力くださったバス委員の皆様、本当にありがとう
ございました。 

本校の子どもたちの体力を客観的に評

価するために、毎年、日本と同時期に新

体力テストを実施しています。本年度は

５月６日 (水 )に全校で一斉に行いまし

た。 

会場を体育館とグラウンドの２つに分

け、６つの種目に取り組みました。当日

は、日差しが強く気温も高かったため、

屋外はあまりいいコンディションではあ

りませんでしたが、みんな、少しでもい

い記録を出そうと一生懸命でした。 

フリー参観ウィーク中に２０ｍシャト

ルランを実施する学年もあり、保護者の

前で普段以上に張り切って取り組む子ど

もたちもいたようです。 

 外国という運動環境の制限をどうして

も受けてしまう中であっても、子どもた

ちの体力が落ちることのないように、体

力テストの数値を参考にしながら、運動

の機会を確保していきたいと考えていま

す。 

※２０ｍシャトルラン、握力の２種目に

ついては、後日測定しています。 

＜新体力テスト種目＞ 
●５０ｍ走        ●握力 
●上体起こし      ●２０ｍシャトルラン 
●反復横跳び      ●ソフトボール投げ（小学生） 
●立ち幅跳び      ●ハンドボール投げ（中学生） 
●長座体前屈  



   

５月１４日(木) お茶会 
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４月２５日(土)に地震が発生し、その後も余震の被害が続く隣国ネパール。被災者への募金活動を、

児童生徒会を中心に５月１８日(月)～２０日(水)の３日間行いました。 

児童生徒会役員は、自作の募金箱を持って毎朝募金を呼びかけました。最終日には職員室でも協力を呼び

かけるなど実に熱心でした。その思いが届き、保護者の皆様、職員、そして、学校スタッフの協力のおかげ

で３５，９６８ルピーもの募金が集まりました。この募金は、本校の英語講師のエマ先生のご親族を通じて、

ネパールの被災された方々への支援に充てさせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

＜今後のお茶会の予定＞ 
７月１６日 中２  １１月１９日 小３ 
８月１３日 小６  １２月１０日 小２ 
９月 ３日 小５   １月２１日 小１ 

１０月１５日 小４ 

外国で暮らす子どもたちに少しでも日

本の文化に触れてもらおうと、日本人会茶

道部の協力による「お茶会」が５月１４日

(木)より始まりました。 

今回は中学部１年生と３年生がお茶を

楽しみました。子どもたちは普段とは違

い、やや緊張気味の表情で臨みました。お

茶の作法について教えていただいてから、

器のお茶をいただきます。日本製のお菓子

も用意され、お茶よりもそちらの方を喜ぶ

子どもらしい姿も見られました。 

子どもたちのために、茶器を用意して一

杯一杯丁寧にお茶をたてていただいたり、

すてきな和服をご用意いただいたりして

おりますことに、感謝申し上げます。こう

したお茶会は１年間、学年を替えて行われ

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

※ お茶会の日は、作法として白い靴下を用意するよ
うにお願いします。 

募金の袋を開封する児童生徒会役員 

ほんの少しですが、ネ

パールの方々のお役に立

ちますように…。 

１日でも早く、
皆が笑顔に戻りま
すように。 

ねパーる 
がんばれ 

ねぱーるのみなさんへ 

おかねがなくて、たべも

のがなくて、おうちがな

くて、ふくがなくて、た

すけます。たすけたい！ 

１日も早く、ネパー
ルの人々に笑顔と元
気、安らぎを！！ 

皆様の思いのこもった募金がこ
の箱の中に、３５，９６８ルピー
も集まりました。嬉しいですね。 

ネパールを
助けよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の転出入 

転 入 転 出 －１１名 

 中野  空（小６） 

諸石 匠未（小３） 

諸石 航大（小６） 

木戸 佳澄（小３） 

木戸 鴻之介（小６） 

伊藤 琉永（小２） 

伊藤 望可（小５） 

金井 日胡（小２） 

金井 天音（小５） 

杉森 千紘（小５） 

加藤 幹也（小１） 

現在の児童生徒数：計２６９名 

◆ニューデリー日本人学校ホームページがリニューアル◆ 
本校のホームページが一新されました。本校の様子を世界に発信したり、転入等の各種

手続きを分かりやすくしたりしています。学校の取組や子どもたちの活動を紹介していき

ますので、ぜひ定期的にご覧ください。 

◆地震多発！ 夏休みを前に避難の練習◆ 
隣国ネパールを震源とする地震の揺れが、ここインド

でも感じられました。その後も余震と思われる地震が多

発しています。日本でも地震が多く、激しい揺れに遭遇

した際、子どもたちが安全を確保するための方法や避難

の仕方を学ぶ機会を早急に設ける必要性を強く感じまし

た。 

そこで、明日２３日(金)の全校集会前に、地震を想定

した避難の仕方を学習する機会を臨時に設けます。校内

放送により地震の発生を知らせ、机の下に避難した後、

安全な所として体育館まで担任の誘導で避難するように

します。こうした練習を重ねることで、地震に対して慌

てずに対処できるようになります。 

また、休業明けの７月２日(木)に予定していた「暴漢

避難訓練」を「地震避難訓練」に変更して実施します。

どのような場所にいても、冷静に行動し、自他の安全を

確保できるようになってほしいと願っています。 
◆お願い◆ 

○ 体育館の床の張替工事が５月２３日(土)

より始まります。工期は約１か月間です。工

事期間中は体育館への出入りができなくな

ります。また、工事のための資材の搬入等が

行われるため、学校においでになる際は、十

分にご注意ください。 

○ 夏季休業中に、グラウンド地下の配管の取

替作業を行います。期間は現在未定ですが、

２週間程度かかる見込みです。工事期間中は

グラウンドの使用ができなくなります。グラ

ウンド使用を希望される場合は、学校に確認

をお願いします。 

４月のスタートから１

６名もの児童生徒が、新

天地へ旅立つことになり

ました。どこへ行っても

、インドでの生活や友達

のことを忘れないでほし

いと思います。また、い

つかお会いしましょう。

「フィルミレンゲ！」 

中学部全生徒による「よさこいソーラン」 

◆図書室の本がご自宅にありませんか？◆ 
多くの方から図書室をご利用いただきありがとうござ

います。本好きな子どもたちを育て、より多くの方から

ご利用いただくために、皆様の希望される書籍を今後も

増やしていきます。 

ところが、貸し出しの手続きをしていないにもかかわ

らず、図書室にない蔵書があります。図書室は本校の子

どもたちだけでなく、一般の方も利用できますので一般

向けの本も行方が分からないものが少なくありません。 

返し忘れている図書室の本がないか、ご自宅の本棚な

どを調べていただけると大変ありがたいです。もしある

ようであれば、図書室にご返却ください。 

先週のフリー参観においでいただいた保護者の皆様、授

業参観とは違った、普段の子どもたちの様子をごらんにな

られていかがでしたでしょうか。ご提出いただいた感想を

今後の指導の参考とさせていただきます。貴重なご意見を

ありがとうございました。 

子どもたちには、明日からの夏休みを楽しんでもらい、

６月２９日(月)に再会できることを楽しみにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 


